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1 はじめに
携帯電話やテレビ電話，インターネット電話，チャッ
トやメールなどの様々な通信技術の発達により，昔に
比べると遠距離間でもコミュニケーションをとりやす
くなった．しかし遠距離恋愛で悩んでいる人たちは多
い．本研究ではその悩みの調査に基づき提案された
SyncDecorの具体例として SyncJukeを提案する．

2 SyncDecor
先ほども述べたように，遠距離間でもコミュニケー
ションをとりやすくなったとは言え，多くの遠距離恋愛
中のカップルはコミュニケーションに悩みを抱えてい
る．遠距離恋愛中のカップルへの調査 [3]によると，相
手の行動を知ることによって安心感を得たいとは思っ
ているが，GPS などを取り付け，相手に現在地を知
らせるのはプライバシーが守られていないから嫌だ，
という意見が多くある．また，電話やメールなどのコ
ミュニケーションツールについては，電話は相手の邪
魔になってしまうのではないかと考えがちでかけにく
く，メールは相手の状況を気にしなくていいが，忙し
いときなどは打って送るのがめんどうであるという意
見が多い．電話やメールをするほどではないが，相手
の様子が知りたいという意見もみられた．これらの意
見をまとめると，プライバシーが守られる形で，あた
かも一緒にいるような感覚，つまり相手の行動がさり
げなくわかり，相手とシンクロしている感覚が求めら
れているのである．
そこで，プライバシーは守りつつ，相手の行動がさり
げなく分かり，相手とシンクロしているような感覚を
提供するインタフェースとして遠隔地にある調度品が
同期するシステム SyncDecor（相手の状態がわかる調
度品）が提案された [3]．SyncDecorとは，Decor（家
具，調度品）を遠隔地に設置し，その動きを連動させ
ることで相手の行動や雰囲気をさりげなく伝えるもの
である (図 1).

3 コミュニケーションツールとしての音楽
近年，音楽圧縮技術を取り入れた，インターネット
による音楽配信や iPodなどの様々な携帯型音楽プレ
イヤ，携帯電話の着うた配信などの登場によって音楽
を手軽に携帯する人が増え，昔に比べて音楽が身近な
存在になっている．
筆者自身の生活においても音楽は非常に身近で重要
なものとなっており，相手の気持ちを感じるのに重要
な役割をしている．電話を通して音楽を聴かせ合った
り，同じ CDを購入したり，同じ曲をダウンロードす
るなどして，遠くにいる相手とのコミュニケーション
に音楽を利用している．遠くにいる相手と音楽を共有
することは趣味の時間を共有している感覚を得られる
だけでなく価値観や気持ちを共有している感覚を得る
こともでき，遠距離恋愛中のカップルにとっては大変
有用なコミュニケーションとなる．
しかし，音楽を遠隔地のコミュニケーションに使う

図 1: 遠隔地にある Decor同士の動作が Syncする．
には，電話で聞かせようとしたり音楽ファイルを添付
してメールを送るなどの方法が考えられるが，これら
の方法にはいくつか問題点が考えられる．電話を使う
場合は音が悪く聞き取りにくく，コミュニケーション
を取りづらい．メールで送る場合，まずファイルを添
付してメールを送ることさえ手間がかかる上に，相手
にメールを送ったことを伝えたり，相手がダウンロー
ドしてくれるのを待ったりしなければならないので面
倒である．また，音楽ファイルをメールに添付して送
ることは，著作権の侵害になりかねない．そのため，
メールを使って音楽を共有することはなかなか難しい．
そのような問題や手間を解決するインタフェースがあ
れば，音楽は遠隔地のコミュニケーションツールとし
て大変役にたつ．
一方でもし，恋愛中のカップルが同居していれば，
一人が音楽を聴き始めれば，もう一人も同じ音楽を聴
くことになる．そのような感覚を遠距離恋愛中のカッ
プルにも提供できれば，音楽はもっと有用なコミュニ
ケーションツールになるであろう．

4 SyncJuke
そこで本研究では相手の行動や雰囲気をさりげなく
伝えるだけでなく，音楽をうまく共有することによっ
て，時間を共有しているような感覚を提供するインタ
フェース SyncJukeを提案する．SyncJukeは，遠隔地
に置かれた二つの音楽プレイヤの選曲，再生，一時停
止，再開，停止の動作が同期する音楽再生ソフトウェ
アである．

SyncJukeのためにあらかじめ特定のディレクトリの
中に入れておいたWAVファイルの中から一曲選択し
て再生，一時停止，再開，停止ができるような音楽プ
レイヤを開発した．音楽停止後，そのまま playボタ
ンを押すと同じ曲がもう一度再生され，deleteボタン
を押すと再びディレクトリの中から曲を選べるように
なっている (図 2)．

SyncJuke は，遠隔地の二つの音楽プレイヤをネッ
トワークで接続し，片方の音楽プレイヤで何か操作す
ると，その情報をWWWサーバ上にテキストファイ
ルとして格納し，遠隔地からそれを参照して，反対側
の音楽プレイヤでも同じように操作される．それぞれ
の音楽プレイヤには Javaプログラムが稼働しており，
WWWサーバ上にテキストファイルを書き込むため
に，PHPプログラムを利用している．音楽プレイヤで
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図 2: SyncJukeのための音楽プレイヤ

図 3: SyncJukeのシステム構成
何か動作が行われると，WWWサーバに HTTP接続
して PHPプログラムにデータを送信する．PHPプロ
グラムでは受け取ったデータを同じWeb上にあるテ
キストファイルに書き込む．サーバにはそれぞれ２カ
所に対応した情報を記したテキストファイルが２つあ
る．Javaプログラムは 0.1秒ごとにサーバにアクセス
し，テキストファイルに更新があればWWWサーバ
から遠隔地の情報を得て動作を同期させる (図 3)．こ
れにより，相手が何をしているか分かるだけでなく音
楽の共有や時間の共有ができる．

5 関連研究
SyncDecorの具体例として，明るさの変化が同期す
る調光電気スタンド SyncLampや蓋の開閉が連動する
SyncTrash，自分の部屋の天井に相手のいる場所の空
をプロジェクタで投影する SyncSky などが研究され
ている [3].
他にも遠隔地のコミュニケーションを対象とした研
究は多くなされている．Lover’s cup[2]ではコップを用
いた遠隔コミュニケーションを提案している．コップ
にタッチセンサやLEDをつけ，一方がコップに口をつ
けると，もう一方のコップの LEDが光る．inTouch[1]
は３本の円筒状のローラがベースに埋め込まれた形状
のデバイスであり，このローラに触れたり回したりす
ると，遠隔地にあるデバイスの対応するローラがその
動きを伝えるというものである．

6 まとめと今後の課題
遠距離恋愛中のカップルの悩みの緩和のために提案
された，遠隔地に置かれた家具，日用品，調度品が，そ
れぞれ同じように動作し，同期することによって相手の
行動や雰囲気をさりげなく伝えるシステム SyncDecor
の具体例として，相手の行動や雰囲気をさりげなく伝
えるだけでなく，音楽をうまく共有することによって，
時間を共有しているような感覚を得られる SyncJuke
を提案した．
今後はまず，SyncJukeのための音楽プレイヤの機能
を充実させたい．例えば，WAVファイル以外のMP3
などの音楽ファイルも再生できるようにしたり，プレ
イリストを作成できるようにし，最終的には iTunes
並みの機能を取り付けたい．また，SyncJukeを普通
の音楽プレイヤのようにボタンやスピーカーの付いた
箱に組み込み，ネットワーク越しの機能も充実させた
い．例えば，こちらと相手で再生したい曲の保存場所
が異なっている場合や，同じ曲でも違うファイル名で
保存している場合でも同じように動作を同期させるこ
とができるようにしたい．他にもこちらで聴いている
音楽ファイルを一時的に相手にも送れるような機能を
取り付けたい．その場合，著作権の問題を考えると，
一度再生するとそのファイルが消えるような機能を取
り付けることが必要である．著作権の問題は非常に難
しく，同じ部屋にいるとすれば音楽を二人で聴くこと
は著作権の侵害にならないが遠隔地にいる相手に音楽
ファイルを送って共有することは著作権の侵害になる
場合があるため，ネットワークを使った音楽の共有に
は様々な課題が考えられる．そのような問題を解決す
るためにも相手がダウンロードした曲がこちらでもダ
ウンロードできるような機能もとりつけたい．その他
にも，SyncJukeを遠隔地に設置し，評価実験を行って
いきたい．
また，SyncDecorの他の具体例として，キッチン向
けWWWブラウザにおいて，遠隔地で画面上の動作
が同期するシステムの開発を行っていきたい．
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